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撮影　広報モニター　佐々木 和人さん

川崎小運動会にて

議会の傍聴について
　コロナウイルス感染防止対策とし
て、感染拡大の影響が収束し、安全
が確認されるまでの間は、インターネ
ット中継及び役場１階町民ホールでの
視聴をお願いします。
　詳しくは、町議会のホームページを
ご覧ください。ご理解とご協力をお願
いします。

※次回の会議は9月7日(火)～16日(木)
　　一般質問は9月8日(水)・9日(木)
　　　　午前10時、再開の予定です。
詳しくは、
議会事務局まで TEL（0224）84ー2301

議会映像配信

 「
川
崎
町
議
会
」を
ク
リ
ッ
ク
し

議
会
中
継
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

お 知 ら せ

撮影：広報モニター  佐々木 和人さん撮影場所：川内字朴ノ木山地内

町の風景

「順番、順番」「順番、順番」

議会の様子がご覧いただけます。

農
業
の
魅
力
を
感
じ
て
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町
民
の
声
を
活
か
し

子
ど
も
の
目
線
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

委
員
会
報
告
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※令和３年２月実施のアンケート。10ページ一般質問に関連記事掲載。

4月
会議
4月
会議

　
会
議
は
、
22
日
に
開
き
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
補
正
予
算
案

２
件
を
慎
重
に
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

コロナ
対策
第3弾
コロナ
対策
第3弾

商品券配布
一人 7000円

各家庭の生活支援
減収している町内商店への支援

商品券配布
一人

6470万円

109万円387万円900万円1110万円

1889万円1078万円 6470万円

7000円

各家庭の生活支援
減収している町内商店への支援

学校給食調理場
天井壁抗菌塗装など

安心安全な給食提供を行うため
施設の抗菌塗装や

洗浄・保管設備の入れ替え

避難所等空気清浄機
29施設37台

避難所や来庁が多い部署に
感染防止を図るため設置

109万円387万円900万円1110万円

学校給食調理場
天井壁抗菌塗装など

1889万円
安心安全な給食提供を行うため

施設の抗菌塗装や
洗浄・保管設備の入れ替え

避難所等空気清浄機
29施設37台

1078万円
避難所や来庁が多い部署に
感染防止を図るため設置

くらしの安心と感染　 防止に配慮 執行部に提
言

町民バス・スクールバス
光触媒コーティング

抗ウイルス・抗菌・消臭で
清潔な車内を維持

安心して利用できる空間の確保

教育施設
アクリル板設置

町民バス・スクールバス
光触媒コーティング

抗ウイルス・抗菌・消臭で
清潔な車内を維持

安心して利用できる空間の確保

宿泊クーポン事業継続支援金 宿泊クーポン

利用客が減少している
宿泊事業者の支援

前回に引き続き営業自粛や消費抑制により
売り上げが減少した事業者を支援

利用客が減少している
宿泊事業者の支援

事業継続支援金

前回に引き続き営業自粛や消費抑制により
売り上げが減少した事業者を支援

教育施設
アクリル板設置

対面・側面両方の飛沫を防止し
感染対策の徹底

対面・側面両方の飛沫を防止し
感染対策の徹底

議会
アンケートで

議会
アンケートで

※
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※ コロナウイルス感染症から回復後も他の疾病により入院が必要な患者を受け入れる病院

低所得世帯子育て
5万円／1人へ5万円／1人へ

6月
会議
6月
会議

　
会
議
は
、
８
日
に
開
き
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た

議
案
は
、
補
正
予
算
案
１
件
の
ほ
か
、
財
産
の
取

得
案
１
件
、
条
例
改
正
案
２
件
、
人
事
案
１
件
、

規
則
改
正
案
１
件
を
慎
重
に
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

院
内
感
染
防
止
へ

33
カ
所
自
動
水
栓
に

人
事
案
件

令和３年７月１日から
令和６年６月30日まで

（碁石）
眞壁　敏信 さん

任
期

ま  かべ とし のぶ

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員（
新
任
）

■ 

提
案
理
由

　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

へ
１
人
５
万
円
の
特
別
給

付
金
を
支
給
す
る
も
の
で

す
。 

６
０
０
万
円

■ 

提
案
理
由

　
請
願
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、議
会
へ
の
請
願
手
続

き
に
つ
い
て
、一
律
の
押
印
義
務
を
見
直
し
、「
署
名
又
は

記
名
押
印
」と
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
併
せ
て
議
員
活
動
と
家
庭
生
活
の
両
立
支
援
を
は
じ

め
、出
産
や
育
児
、介
護
な
ど
に
配
慮
し
、議
会
へ
の
欠
席

事
由
も
整
備
し
ま
し
た
。

■ 

提
案
理
由

　
２
月
、３
月
及
び
５
月
に
発
生
し
た
地
震
で
被
害
を
受

け
た
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
の
74
カ
所
を
修
繕
す
る
も
の

で
す
。 

８
５
０
万
円

　
手
動
水
栓
を
セ
ン
サ
ー

付
き
自
動
水
栓
に
更
新
す

る
も
の
で
す
。
医
療
ス

タ
ッ
フ
間
等
で
の
院
内
感

染
防
止
が
目
的
で
す
。

 

３
９
０
万
円

　
面
会
禁
止
下
で
も
看
取
り
の
場
を
安
全
に
提
供
す
る

た
め
、ま
た
コ
ロ
ナ
患
者
発
生
の
際
、搬
送
先
が
確
保
で

き
な
い
事
態
を
想
定
し
、個
室
病
室
を
仮
の
感
染
病
室
に

利
用
す
る
た
め
、ウ
イ
ル
ス
対
応
型
空
気
清
浄
機
を
導
入

す
る
も
の
で
す
。 

１
８
０
万
円

　
後
方
支
援
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、コ
ロ
ナ
か

ら
回
復
さ
れ
た
患
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、ス
タ
ッ

フ
の
負
担
と
接
触
機
会
を
減
ら
し
、万
が
一
の
感
染
リ
ス

ク
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。 

１
５
０
万
円 ▲蛇口に触れることなく

▲受け入れ体制も万全

▲一時利用も安全に

▲横一直線の亀裂

負
担
と
リ
ス
ク
を
軽
減

電
動
ベ
ッ
ド
２
台
購
入

修
繕
74
カ
所

安
全
な
環
境
を
確
保

病
室
に
空
気
清
浄
機

み
な
さ
ん
今
後
も

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を

よ
ろ
し
く
ね

３
度
の
大
地
震
で
被
害

署
名
の
み
で

４
７
５
７
万
円
を
追
加

一
般
会
計
補
正
予
算

対
象
は
何
世
帯
か

50
〜
60
世
帯
を
予
定

眞
幡
議
員

保
健
福
祉
課
長

質

　疑

　  

子
ど
も
４
人
な
ら
20
万

円
で
す
か
。
ま
た
、
対
象

は
何
世
帯
で
す
か
。

問　  

20
万
円
に
な
り
ま
す
。

非
課
税
世
帯
が
32
世
帯
、

非
課
税
相
当
世
帯
を
20
〜

30
世
帯
想
定
し
、
１
２
０

人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

答

請
願
手
続

川崎
病院
川崎
病院
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４

月

会

議

６

月

会

議
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一
般
質
問
は
町
政
に
関
し
て
議
員
が
質

問
を
行
い
、
新
た
な
施
策
の
提
案
や
意
見

を
述
べ
、
時
に
は
是
正
を
求
め
、
町
政
を

よ
り
良
い
方
向
へ
導
く
も
の
で
す
。

７
人
の
議
員
が
質
問

７
人
の
議
員
が
質
問

◆	佐藤	清隆	議員… …………………… 8

⑴  制定された自転車利用条例

◆	神崎	安弘	議員… ………………… 13

⑴  施設建て替えの議論を
⑵  不法投棄対策は

◆	的場			要	議員……………………… 11

⑴  学校ホームページの運用状況
⑵  仙台市消防局との連携

◆	高橋	義則	議員… ………………… 12

⑴  ワクチンの現状は
⑵  農業の今後は

◆	佐藤	昭光	議員… …………………… 7

⑴  危険な河床路
⑵  ワクチン接種の現状

◆	沼田	長一	議員… …………………… 9

⑴  ワクチン接種について
⑵  マイナンバー交付率向上へ

◆	眞幡	善次	議員… ………………… 10

⑴  新規就農者に対する支援は
⑵  町民の声を町政に活かせ

▲下流側が大きく洗堀された河床路

佐藤　昭光 議員

　

名
取
川
上
流
・
前
川
を

横
断
す
る
河
床
路
を
視
察

し
ま
し
た
。
高
さ
10
㍍
近

い
突
堤
の
下
流
側
は
大
き

く
え
ぐ
ら
れ
、
上
部
を
水

が
流
れ
て
い
て
、
落
ち
た

ら
と
思
う
と
極
め
て
危
険

を
感
じ
る
光
景
で
し
た
。

河
床
路
は
町
の
所
有

物
。
い
つ
ど
ん
な
目
的
で

設
置
さ
れ
た
の
で
す
か
。

河
床
路
は
下
流
側
が

大
き
く
洗
掘
さ
れ
て
岩
が

む
き
出
し
で
、
事
故
な
ど

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

県
発
注
の
台
風
19
号

災
害
に
よ
る
同
河
川
の
復

旧
工
事
は
11
月
完
了
の
見

込
み
で
す
。
歩
調
を
合
わ

せ
て
対
応
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

直
近
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
進
行
具
合
は
。

町
内
で
５
月
に
集
団

感
染
が
起
き
た
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
に
生

か
す
べ
き
点
は
。

感
染
者
に
対
す
る
差

別
を
防
ぐ
条
例
の
周
知
は

十
分
で
す
か
。
ま
た
、
反

す
る
よ
う
な
事
例
は
。

接
種
に
よ
る
副
反
応

は
あ
り
ま
し
た
か
。
ま
た
、

接
種
の
目
標
数
値
は
。

　

昭
和
42
年
ご
ろ
、
県
か

ら
占
用
許
可
を
受
け
、
対

岸
の
桑
畑
等
へ
の
通
路
と

し
て
、
河
川
の
底
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
造
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

建
設
か
ら
54
年
。
基
礎

部
分
が
現
れ
、
現
在
は
通

行
止
め
に
し
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
倒
壊
な
ど
の
危

険
性
が
あ
る
と
捉
え
て
い

ま
す
。

　

改
修
や
撤
去
に
活
用
で

き
る
補
助
事
業
が
な
く
、

県
と
の
協
議
も
必
要
と
な

る
の
で
、
歩
調
を
合
わ
せ

て
の
対
応
は
困
難
で
す
。

　

町
内
の
65
歳
以
上
の
接

種
希
望
者
は
２
８
７
０
人

（
全
体
の
85
％
）。
６
月
28

日
に
は
２
回
目
も
終
了
予

定
で
、
極
め
て
順
調
で
す
。

※アクリル板を設置しているため、表情が見えにくい場合があります。

　

屋
外
で
も
感
染
す
る
こ

と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

マ
ス
ク
着
用
な
ど
、
改
め

て
感
染
対
策
の
注
意
喚
起

が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

誹
謗
中
傷
な
ど
の
苦
情

や
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
周
知
に
努
め
ま
す
。

　

６
月
４
日
現
在
で
、
顔

の
腫
れ
１
件
で
す
。
60
％

〜
70
％
で
集
団
免
疫
が
で

き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
よ
り
多
く
の
人
の
接

種
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

保
健
福
祉
課
長

問答
危
険
な
河
床
路
、早
期
対
応
を

補
助
事
業
が
な
く
困
難

答

答

答

答

答答答

問

問

問

問

問問問

問

答
ワクチン接種の現状は

極めて順調

一

般

質

問

一

般

質

問



問

答
自転車保険の加入促進を

広く周知していく
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佐藤　清隆 議員

条
例
の
施
行
に
よ
り
、

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等

の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
ま

し
た
。
中
学
校
が
許
可
し

て
い
る
自
転
車
利
用
者
の

加
入
状
況
は
。

こ
れ
ま
で
町
民
に
向

け
、
情
報
提
供
や
周
知
徹

底
は
ど
の
よ
う
に
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

自
転
車
通
学
を
申
請
し

て
い
る
生
徒
は
、
川
崎
中

61
名
、
富
岡
中
17
名
、
合

わ
せ
て
78
名
と
な
り
ま
す
。

両
校
と
も
保
険
加
入
が
通

学
を
認
め
る
条
件
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
転

車
通
学
生
徒
の
保
険
加
入

は
１
０
０
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

県
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
紙
な
ど
に
よ
り
周
知

を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
町

民
に
対
し
、
本
条
例
の
制

定
趣
旨
等
を
積
極
的
に
周

知
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

町
広
報
紙
な
ど
を
通
し

て
広
く
町
民
に
周
知
し
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
に
対

し
て
は
シ
ニ
ア
大
学
や
老

人
ク
ラ
ブ
等
を
通
じ
て
、

周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

と
連
携
し
、
保
険
等
に
加

入
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

小
・
中
学
校
か
ら
引
き
続

き
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

教
育
長

町
　
長

町
　
長

教
育
長

答

答

答答

問

問

問

　

自
転
車
の
利
用
が
増
え
、

マ
ナ
ー
の
問
題
や
走
行
中

の
事
故
も
多
発
し
て
い
ま

す
。
歩
行
者
を
巻
き
込
ん

だ
、
高
額
な
賠
償
事
例
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
全

国
的
に
条
例
制
定
の
動
き

が
あ
り
、
今
年
４
月
１
日

か
ら
、
県
で
も
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

▲県の安全利用条例のチラシ

▲まずは安全利用が第一

沼田　長一 議員

　

全
国
で
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
高
齢
者
を
対
象

に
始
ま
り
、
当
町
で
も
５

月
10
日
か
ら
開
始
。
県
内

で
は
２
番
目
の
早
さ
で
終

了
す
る
と
新
聞
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。
変
異
株
に
も

効
果
が
あ
る
と
い
う
報
道

も
あ
り
、
町
民
の
期
待
は

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

接
種
完
了
が
６
月
28

日
と
い
う
報
道
で
す
。
施

設
入
居
者
、
在
宅
介
護
の

方
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

危
機
管
理
の
観
点
か

ら
、
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
陣
頭
指
揮
を
執
る
必

要
の
あ
る
町
長
を
は
じ
め

三
役
に
優
先
接
種
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
学

校
の
教
職
員
、
こ
ど
も
園

等
の
保
育
士
に
も
優
先
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
今
年
度
の
交
付
件
数

の
目
標
は
い
く
ら
に
設
定

し
て
い
ま
す
か
。

町
広
報
紙
等
で
町
民

へ
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
人
が
少
な
い
の
で
は
。

別
の
周
知
方
法
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
。

さ
ら
に
申
請
を
伸
ば

す
た
め
に
、
総
合
健
診
や

納
税
相
談
等
の
会
場
で
窓

口
を
開
く
こ
と
を
検
討
し

て
は
。

　

当
初
、
一
般
の
高
齢
者

と
並
行
し
て
施
設
入
所
者

等
の
接
種
を
計
画
し
て
い

ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
配
給

が
滞
り
計
画
ど
お
り
進
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

で
す
。
６
月
28
日
は
集
団

接
種
の
完
了
日
で
す
。

　

多
く
の
町
民
か
ら
も
早

く
や
る
べ
き
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と

考
え
な
が
ら
次
の
段
階
で

設
定
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

具
体
的
な
件
数
目
標
と

い
う
よ
り
、
ま
ず
県
平
均

の
交
付
率
を
目
標
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
５
月
末

の
県
平
均
は
30
・
５
％
、

当
町
は
26
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情

報
発
信
や
啓
発
用
チ
ラ
シ

配
布
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

ほ
か
の
事
業
と
合
わ
せ

て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う

意
識
は
あ
り
ま
す
。
今
後

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

問答
早
急
に
優
先
接
種
を

次
の
段
階
で
考
慮
し
た
い

答

答

答

答答

問

問

問

問問

問

答
今年度の交付目標は

県の平均交付率を

▲1人でも多く接種を

▲今は身分証明書として

一

般

質

問

一

般

質

問
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答
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眞幡　善次 議員

当
町
で
は
担
い
手
不

足
、
経
営
者
不
足
の
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
新
た

に
農
業
に
取
り
組
も
う
と

す
る
意
欲
の
あ
る
若
者
を

育
て
る
こ
と
は
、
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
す
。
現
在

ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て

い
ま
す
か
。

好
評
で
あ
っ
た
「
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」
も
、

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
り
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

厳
し
い
と
き
こ
そ
町
民
の

声
を
聴
き
、
町
民
目
線
で

町
政
運
営
を
行
う
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

議
会
で
は
不
特
定
多

数
の
町
民
の
意
見
を
聞
く

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
町
民
の

声
を
活
か
す
た
め
の
議
会

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
町

の
考
え
は
。

町
と
し
て
事
業
が
成

功
す
る
よ
う
、
積
極
的
に

相
談
に
乗
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
が
。

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
に
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
農
業
次
世
代
人
材

投
資
事
業
や
新
規
就
農
者

営
農
定
着
促
進
事
業
、
園

芸
特
産
振
興
事
業
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

常
日
頃
よ
り
町
民
目
線

や
町
民
感
覚
を
大
事
に
し
、

政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
集
団
会
場
に
出
向
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
伺

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
対
策
第

３
弾
の
政
策
は
、
議
会
が

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
た

た
き
台
に
し
て
練
っ
た
も

の
で
す
。
町
民
の
生
の
声

を
町
政
に
活
か
し
、
議
員

の
皆
さ
ん
と
政
策
を
練
っ

て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
県
や
Ｊ
Ａ
、
農

業
技
術
指
導
員
等
で
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
組
織
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

経
営
、
技
術
、
資
金
、
農

地
な
ど
各
種
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

答

答

答

答 問

問

問

問

　

先
日
、
町
内
の
イ
チ
ゴ

農
家
を
訪
問
し
、
21
歳
の

若
き
経
営
者
の
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
っ
か
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
ち
、
町
の
将
来
像

を
描
い
た
希
望
に
満
ち
た

若
者
の
話
に
心
を
打
た
れ

ま
し
た
。

問答
町
民
の
声
を
町
政
に
活
か
せ

日
頃
よ
り
町
民
目
線
で

▲美味しいイチゴを目指して

▲4年前のまちづくり懇談会

的場　要 議員

　

平
成
23
年
12
月
定
例
議

会
で
、
小
学
校
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
各
学
校
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随
時
更

新
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

こ
に
き
て
頻
繁
に
更
新
し

て
い
る
学
校
と
そ
う
で
は

な
い
学
校
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

以
前
、
本
砂
金
地
区
の

方
よ
り
「
救
急
車
要
請
時

の
到
着
時
間
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
」
と
い
う
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
今
年
に

な
っ
て
火
災
も
発
生
し
て

い
る
状
況
で
す
が
、
仙
南

広
域
消
防
で
の
対
応
と

な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

関
係
者
以
外
の
方
が
学
校

へ
行
く
機
会
が
な
い
状
況

で
す
。
児
童
生
徒
の
活
動

や
行
事
の
様
子
を
し
っ
か

り
発
信
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
が
。

管
轄
境
界
付
近
の
地

域
で
安
全
安
心
を
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
仙

台
市
消
防
局
と
の
連
携
強

化
に
つ
い
て
し
っ
か
り
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
。

　

児
童
生
徒
と
直
接
向
き

合
う
時
間
を
大
切
に
す
る

な
か
で
、
情
報
の
継
続
的

な
発
信
に
は
、
専
任
者
を

決
め
作
成
時
間
を
確
保
す

る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
今
後
、
更
新
方
法
等

に
つ
い
て
教
職
員
と
知
恵

を
出
し
合
い
、
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

仙
台
市
消
防
局
の
管
轄

区
域
に
お
い
て
突
発
的
な

救
急
搬
送
要
請
が
あ
れ
ば
、

そ
ち
ら
を
優
先
し
て
対
応

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
面
は
現
状
の
体
制
を
維

持
し
な
が
ら
も
、
今
後
、

相
互
応
援
体
制
の
拡
充
が

可
能
か
検
討
し
ま
す
。

教
育
長

町
　
長

問答
し
っ
か
り
発
信
を

一
層
の
充
実
に
努
め
る

答

答

問

問

▲日々の活動がわかる富岡小学校のホームページ

▲仙台市との広域連携に期待

問

答
連携強化への働きかけを

拡充が可能か検討

一

般

質

問

一

般

質

問
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高橋　義則 議員

予
約
を
し
て
な
い
高

齢
者
が
遅
れ
て
も
接
種
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

強
い
副
反
応
が
発
症

し
た
場
合
の
対
応
は
。

ワ
ク
チ
ン
は
計
画
ど

お
り
配
給
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

個
別
接
種
、
集
団
接

種
の
人
数
は
。

集
積
は
地
区
ご
と
に

経
営
体
を
分
け
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

農
地
の
集
積
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

持
続
可
能
な
組
織
化

へ
の
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
法
人
化
や
公

社
化
を
進
め
る
考
え
は
。

　

今
後
は
基
礎
疾
患
の
あ

る
方
や
高
齢
者
施
設
従
事

者
、
60
〜
64
歳
の
方
と
な

り
ま
す
が
、
こ
の
期
間
中

に
接
種
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

発
症
し
た
場
合
は
会
場

で
応
急
処
置
し
、
川
崎
病

院
に
搬
送
、
対
処
し
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
計
画
ど
お

り
に
配
給
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
一
時
的
不
足
分
を
他

市
町
か
ら
借
り
て
対
応
し

ま
し
た
。

　

個
別
接
種
６
５
０
人
、

集
団
接
種
２
２
２
０
人
、

合
計
で
２
８
７
０
人
で
す
。

　

受
け
手
・
借
り
手
の
意

向
を
尊
重
し
な
が
ら
、
ま

た
、
農
業
委
員
及
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
な

ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

法
人
化
の
動
き
が
あ
れ

ば
情
報
の
提
供
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

支
援
し
て
い
き
ま
す
。
公

社
の
設
立
に
関
し
て
は
、

設
立
・
運
営
に
も
相
当
の

費
用
が
掛
か
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
声
を
聴
き

な
が
ら
施
策
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

町
　
長

保
健
福
祉
課
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

答

答 答

答

答

答

問

問

問

問

問

問

　

高
齢
者
を
対
象
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
予
約
が
開
始

さ
れ
５
月
10
日
よ
り
接
種

が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
と
て

も
重
要
で
す
。
次
の
点
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
作
成
さ
れ

た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

で
は
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど

の
理
由
か
ら
、
規
模
縮
小

や
離
農
す
る
農
家
が
増
え

て
い
ま
す
。

▲会場でのワクチン接種はスムーズ

▲看板があるのに…

問答
法
人
化
や
公
社
化
の
考
え
は

声
を
聴
き
検
討

神崎　安弘 議員

　

最
近
、
頻
繁
に
震
度
５

以
上
の
地
震
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
当
町
で
も
庁
舎

な
ど
被
害
を
受
け
修
繕
を

行
っ
て
い
ま
す
。
耐
震
対

策
を
講
じ
て
い
る
も
の
の
、

町
民
が
安
心
し
て
利
用
す

る
た
め
、
建
て
替
え
の
議

論
を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

一
部
の
人
が
レ
ジ
袋
に

ご
み
を
入
れ
て
道
端
に
捨

て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人

目
の
な
い
山
奥
に
家
電
製

品
な
ど
が
不
法
投
棄
さ
れ

て
い
る
箇
所
も
散
見
さ
れ

ま
す
。
大
雨
時
に
は
、
側

溝
に
つ
ま
り
災
害
の
要
因

に
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。

築
50
年
以
上
と
な
る

施
設
は
。

こ
れ
ら
老
朽
化
施
設

の
建
て
替
え
の
考
え
は
。

注
意
喚
起
用
看
板
な

ど
増
設
の
考
え
は
。

行
政
の
強
い
表
現
だ

け
で
な
く
、
人
間
心
理
を

動
か
す
よ
う
な
言
葉
も
取

り
入
れ
て
は
。

私
有
地（
林
）等
に
看

板
を
設
置
す
る
場
合
、
助

成
す
る
考
え
は
。

頻
繁
に
発
生
し
て
い

る
地
震
に
よ
る
損
傷
を
考

え
る
と
不
安
で
す
。
改
め

て
課
題
対
策
会
議
な
ど
を

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

　

役
場
本
庁
舎
、
公
民
館
、

川
崎
小
学
校
、
町
営
住
宅

で
は
伊
勢
原
住
宅
、
青
根

厚
生
住
宅
、
沼
の
平
ア
パ

ー
ト
の
６
施
設
で
す
。

　

役
場
本
庁
舎
、
公
民
館

は
、「
個
別
施
設
計
画
」

で
20
年
以
上
使
用
で
き
る

と
考
え
ま
す
。
川
崎
小
学

校
は
、「
学
校
施
設
長
寿

命
化
計
画
」
で
修
繕
を
重

ね
使
用
す
る
こ
と
と
し
、

町
営
住
宅
は
、
建
設
中
の

中
原
住
宅
へ
移
転
後
、
解

体
し
ま
す
。

　

看
板
は
約
２
７
０
カ
所

に
約
３
０
０
枚
、
監
視
カ

メ
ラ
は
６
カ
所
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
毎
年
約
20
枚

購
入
し
て
い
ま
す
。
最
近

増
設
し
た
も
の
は
行
政
区

長
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
も

の
で
す
。

　

看
板
は
定
期
的
な
巡
視

点
検
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
同

様
、
町
が
設
置
し
維
持
管

理
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

関
係
団
体
と
協
議
し
、

検
討
し
ま
す
。

　

副
町
長
は
県
職
員
在
職

中
、
土
木
建
築
関
係
に
精

通
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

協
議
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
民
生
活
課
長

町
　
長

問答
建
て
替
え
の
議
論
を

当
面
、
各
計
画
で
対
応

答

答

答答答

答

問

問

問問 問

問

問

答
不法投棄対策は

要望に応じ看板設置
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般

質

問
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般

質
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総務民生常任委員会
運営者と意見交換で支援策を

調査事項① 地域活性化施設の現状は

国庫補助を有効に活用し
調査事項② 地方債の推移と今後の見通し

【調査結果概要】

【委員会意見】

　５月21日、総務民生常任委員会の所管事務調査にあたり、総務課長、地域
振興課長の出席を求め調査しましたので、その概要を次のとおり報告します。
　なお、地域活性化施設の現状については、旧小学校４校のうち旧本砂金小
学校を訪問し現地調査しました。

　平成24年３月末に閉校した川内・本砂金・
支倉の各小学校及び青根分校の４校は、地域
から選出された方々などで組織された「旧小
学校活用事業審査委員会」において検討を重
ね、平成29年４月以降、それぞれ特色ある事
業者と５年間の賃貸契約を締結し、同年６月
から運営されています。各事業者の営業努力
により、少しずつではありますが営業実績を
伸ばしてきた矢先、コロナウイル感染症が拡
大し、特に集客が減少している２施設では、営
業日数の削減や時間短縮による営業を強いら
れている状況にあります。
　今回、現地調査した旧本砂金小学校で営業
している「みっけ学び舎ホール」では、自然素材
にこだわった食事の提供やさまざまなサービス
により固定客の確保に成功し、令和２年度の入
れ込み数は前年度比で17％増とコロナ禍に
あって唯一、増加している施設となりました。

【調査結果概要】

各会計別地方債残高推移表 合計（単位：百万円）

次回調査事項 ① ごみ減量化の取り組みについて
② 国保川崎病院の施設管理について

　当町における地方債残高のピークは平成16年度末の約
114億４千万円でした。その後、財政の硬直化を避けるた
めに地方債発行額を抑制してきた結果、令和２年度末現
在では、53％減の約53億３千万円まで縮小しています。
　しかし、東日本大震災以降、大規模災害に備えるため
に創設した緊急防災・減災事業債を活用して避難所等の
整備を進めているほか、小・中学校の空調設備やスキー
場の整備等により、地方債残高は増加傾向にあります。
　今後も、老朽化した各施設の改修工事や災害復旧等の
臨時的借り入れも予想されますが、将来的負担が増えな
いように地方債を発行していく考えです。

　営業を開始して間もなく４年が経過し、各施
設が進める特色のある取り組みにより集客数を
増やしつつも、コロナ禍によりイベントの中止や
時短営業等、大変厳しい経営を余儀なくされて
います。
　地元住民との関りを持ちながら精力的に事
業を進め、地元雇用や農業生産者等の収入増
加にも貢献している各事業者が、厳しい状況下
でも継続的に経営できるよう意見交換を重ね
るとともに、経営方針は尊重しながらも情報発
信等、町ができる範囲で支援策を検討してくだ
さい。

【委員会意見】
　地方債は、地方公共団体が特
定の費用に充てる目的で借り入
れる資金等ですが、当町の地方債
発行は、財政的に有利となる地方
交付税として財政措置されるも
のを中心に借り入れていました。
令和２年度に地方交付税により
補填された割合は、一般会計
81％、全会計では49％が補填さ
れており、償還による財政負担を
軽減しています。
　今後、老朽化した各施設の更新
時期を迎えることから、引き続き
各種事業債を活用しながらも、国
庫補助事業を有効に活用し、地方
債発行額の抑制に努めてください。

▲地元野菜も豊富

▲自然素材にこだわった食事

▲地方債を活用しているスキー場

▲地域に貢献「みっけ学び舎ホール」
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産業建設教育常任委員会
子ども目線で安全対策を

検証① ブロック塀等の安全点検について 令和元年11月19日調査令和２年８月21日調査

家庭の協力で予防対策習慣化

健康面の　 対策も必要

検証② 小・中学校の新型コロナウイルス感染症対策について

調査事項① タブレットの使用状況について

【委員会意見】

【委員会意見】

　５月20日、産業建設教育常任委員会の所管事務調査にあたり、教育長、学
務課長、建設水道課長の出席を求め以前に調査した内容の検証を行ないまし
た。また、タブレットの活用状況について、川崎第二小学校に出向き現地調
査を行いました。

　各学校で通学路危険箇所の情報共有・
把握ができるよう、これまでどおり注意喚
起し、地震発生時の行動についても継続し
て指導してください。調査した160カ所のう
ち、要改善の結果となった113カ所の所有
者には、「通学路内危険ブロック塀除去等
助成金」をお知らせしてください。担当する
建設水道課と密に連携し、協力をいただけ
るよう努力してください。また、子どもたち
の安全を第一に、通学路の見直しや補助金
の嵩上げを検討してください。

　川崎第二小学校６年生の活用状況を現地調査しました。タブ
レットが配置されてまだ２カ月足らずですが、修学旅行先の予備
知識や予習等、調べ学習を中心に活用されていました。学校で
の機器類管理も保管庫を活用し適切に管理されており、さまざ
まな課題があるなかでも児童たちが楽しみながら学習している
ことを確認することができました。
　今後、児童生徒の習得状況に応じて家庭への持ち込みなども
予定されています。家庭での環境整備について理解を得られるよう努めてください。また、操作や使用す
るにあたってのマナー指導、使用時の姿勢、視力への影響等、健康面にも対策を講じてください。

検証結果
　前回の調査時点で確認された改善を要する
113カ所のうち、16カ所が撤去または改善されて
いました。著しい劣化により緊急に撤去を要する
ものは無いものの、劣化が進行している要改善
箇所97カ所が残っている状況です。
　所有者には、県と連携しながら自宅を訪問し、
危険性や補助金等の周知を図り、改善等を要請
しています。しかし、補助金を活用しても個人負
担が必要となるため、改善が進んでいない状況
にあります。
　引き続き、所有者に対して撤去または改善の
必要性に理解を求めながら、要改善箇所の減少
に努めてください。また、関係機関が連携し、子
ども目線で通学路における危険箇所の点検を行
い、安全対策に努めてください。

【委員会意見】
　未だに感染が収束しないなか、新しい
生活様式を取り入れた学校生活になって
います。
　引き続き、子どもたちや保護者に対する丁
寧な説明により、理解と協力を得ながら万
全な感染防止対策を進めてください。また、
約３カ月の休校により授業時間の確保が難
しい状況ですが、中学３年生は高校受験も
控えていますので、特に配慮してください。
　多くの学校行事が中止となっています。
特に小学６年生、中学３年生は最終学年と
なることから思い出の１ページとなる行事な
ども検討してください。

検証結果
　感染症予防対策を取り入れた新しい生活様式は、
手洗い、消毒、体温測定等、家庭での協力も得なが
ら習慣化が図られていました。また、予防対策で導
入した加湿空気清浄機等の機器類も有効に活用さ
れており、学校内の予防対策が徹底されていました。
　学校行事については、保護者等との意見交換を
重ねながら運動会や学習発表会、修学旅行等が概
ね実施されており、最終学年となる児童生徒にとっ
て厳しい１年でしたが良い思い出を残せたものと考
えます。
　引き続き、保護者等との対話を重ね、子どもたち
が安心して楽しい学校生活を送れるように予防対
策等に努めてください。

【調査結果概要】
　文部科学省が推奨してきたGIGAスクール構想が前倒しされ、令和２年度末までにすべての児童生徒
にタブレットを配布及びWi-Fi環境の整備等が完了している状況です。配布されたタブレットは、児童
生徒537台、教職員82台の計619台で継続的な活用に向けて進み始めています。
　しかし、本格的な活用に向けた準備として、児童生徒への操作指導の習得やソフトの授業活用方法
等の教職員への研修も必要となるなど、今後の課題も確認されています。

▲改善された通学路▲感染対策を説明▲加湿空気清浄機を活用

▼タブレットを使った授業も

次回調査事項 ① 社会体育施設の現状について
② 児童教室の利用状況と施設管理について
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町
民
の
安
全
を
優
先

議会から町へ議会から町へ

延期を要望延期を要望

コ
ロ
ナ
感
染
対
応

▲新聞も開催延期を
　大きく報道
　（令和3年4月25日
　の河北新報より）

　
県
が
３
月
18
日
に
「
緊
急
事

態
宣
言
」を
発
令
、
４
月
５
日
に

は
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」

を
県
内
全
域
に
要
請
し
た
こ
と

を
受
け
、
当
議
会
は
４
月
12
日
、

町
長
に
対
し
「
ア
ラ
バ
キ
」
の
開

催
延
期
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
拡
大
を
続
け
、
開
催

予
定
の
「
ア
ラ
バ
キ
」
に
対
し
、

町
民
か
ら
不
安
の
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
議
会

は「
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
収

束
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

延
期
を
関
係
機
関
に
働
き
か
け

る
よ
う
」
町
に
要
望
し
た
も
の

で
す
。

　
主
催
者
は
観
客
を
５
０
０
０

人
に
絞
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し

ま
し
た
が
、
４
月
30
日
の
開
催

直
前
に
な
っ
て
、
２
年
連
続
の

中
止
を
決
め
ま
し
た
。
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　農
業
を
始
め
た
動
機

は
何
で
す
か
。

　
我
が
家
は
昔
か
ら
農

業
を
や
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
作
業
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
の
で
、
農
業
の
魅
力

を
肌
で
感
じ
て
専
業
農
家

に
な
り
ま
し
た
。

QA

　町
内
の
農
業
の
現
状

と
今
後
の
農
業
の
在
り
方

ど
う
思
い
ま
す
か
。

　
農
業
者
も
高
齢
化
で

離
農
す
る
人
も
多
く
地
域

も
活
気
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
町
内
外
の
方
で
農
業

を
や
り
た
い
方
に
、
町
も

支
援
し
な
が
ら
、
就
農
者

を
積
極
的
に
迎
え
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。

QA

農
業
の
魅
力
を

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
販

売
に
影
響
は
あ
り
ま
し
た

か
。　

直
売
所
は
、
み
ち
の
く

湖
畔
公
園
の
入
り
口
に
あ

る
た
め
、
公
園
に
訪
れ
る

人
が
少
な
く
な
り
、
同
様

に
客
数
も
減
少
し
、
売
り

上
げ
が
落
ち
ま
し
た
。

QA コ
ロ
ナ
の
影
響
が

外
部
か
ら
就
農
を

　議
会
に
対
し
て
の
意

見・要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

　
人
口
減
少
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
企
業
誘
致

を
行
い
定
住
し
や
す
い
環

境
を
整
備
し
て
、
町
外
の

若
い
人
達
に
移
住
し
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
、
意
見

を
気
楽
に
言
え
る
機
会
が

あ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

QA 企
業
誘
致
で
定
住

　今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
の
思
い
は
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
特
に
感

じ
た
こ
と
は
、
都
会
の
密

集
地
で
暮
ら
せ
ば
感
染
し

や
す
い
こ
と
も
あ
り
、
町

の
自
然
豊
か
な
環
境
に
あ

こ
が
れ
る
人
が
多
数
い
る

と
思
い
ま
す
。
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
な
が
ら
移
住
し

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

QA 良
さ
を
ア
ピ
ー
ル

▲お盆の需要に向けて

岩谷 謙次郎さん（川内二）
いわ や　けん  じ ろう

▲1人で複合経営にまい進

　子どものころから農業が好きで、
専業農家として採卵養鶏、ハウスを
利用して菊・野菜を栽培、直売所に
出荷しています。
　また、川崎農産物直売所の代表も
務めている岩谷謙次郎さんをご紹
介します。

けん  じ  ろういわ や

昨
年
９
月
会
議
で
一

般
質
問
し
た
後
、
県
・
町
・

漁
協
が
協
議
し
た
際
、
県

の
関
係
３
課
が
連
携
し
て

対
応
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
が
。

カ
ワ
ウ
駆
除
の
際
は
、

仙
台
市
と
当
町
の
境
界
を

越
え
て
認
め
て
ほ
し
い
、

と
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、

巣
の
卵
を
偽
物
と
置
き
換

え
る
方
法
を
提
案
し
ま
し

た
が
。サ

ギ
の
駆
除
で
も
県

と
町
の
協
力
を
要
望
し
ま

し
た
が
。

町
　
長

町
　
長

町
　
長

　

県
の
環
境
生
活
部
の
自

然
保
護
課
を
窓
口
と
し
て

関
係
３
課
が
対
応
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

捕
獲
範
囲
や
被
害
状
況

な
ど
に
応
じ
て
許
可
を
得

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
偽

卵
置
き
換
え
方
法
は
調
査

中
と
の
こ
と
で
す
。

　

カ
ワ
ウ
と
同
様
に
、
広

域
的
な
視
点
で
対
処
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と

捉
え
て
い
ま
す
。

答

答答

問

問問

追跡質問
問

答 県３課が窓口一つで協力

佐藤　昭光 議員

▲効果的な捕獲方法を模索

３者協議後のカワウ対策は

以前の質問確認したい!!

追
跡
質
問
・
開
催
延
期
要
望
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表紙の説明「おつまみ？・・ビッグバトン!」

撮影　広報モニター　佐々木 和人さん

川崎小運動会にて

議会の傍聴について
　コロナウイルス感染防止対策とし
て、感染拡大の影響が収束し、安全
が確認されるまでの間は、インターネ
ット中継及び役場１階町民ホールでの
視聴をお願いします。
　詳しくは、町議会のホームページを
ご覧ください。ご理解とご協力をお願
いします。

※次回の会議は9月7日(火)～16日(木)
　　一般質問は9月8日(水)・9日(木)
　　　　午前10時、再開の予定です。
詳しくは、
議会事務局まで TEL（0224）84ー2301

議会映像配信
 「

川
崎
町
議
会
」を
ク
リ
ッ
ク
し

議
会
中
継
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

お 知 ら せ

撮影：広報モニター  佐々木 和人さん撮影場所：川内字朴ノ木山地内

町の風景

「順番、順番」「順番、順番」

議会の様子がご覧いただけます。
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業
の
魅
力
を
感
じ
て
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